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業環境技術研究所の歴史は、今から120年前

の1893年（明治26年）に日本で最初の国の

農業研究機関として設立された農商務省農事試験場

に始まります。その後、時代とともに幾多の変遷を経

て1983年（昭和58年）に、農業と環境に関する先導

的・基盤的研究を行う機関として、農林水産省農業環

境技術研究所が設立されました。その後2001年には

独立行政法人化され、今日に至っています。

　1万年前の農業の開始、18世紀半ばに始まる産業

革命以来、人間活動による環境への負荷は増え続け

てきました。しかし、人類社会が環境との関係性を意

識し始めたのは比較的最近のことです。レイチェル・

カーソンは1962年に「沈黙の春」を著わし、環境中に

散布されたDDTが食物連鎖により人間の体も汚染す

ることから、「地球は閉じたシステム」であることを極

めてわかりやすく説明し、世界に大きな衝撃を与えま

した。1972年に出されたローマクラブの「成長の限

界」では、「このまま人口増加や環境破壊が続けば、

資源の枯渇や環境の悪化によって人類の成長は限界

に達する」と警鐘を発し、地球が無限であることを前

提とした従来の経済のあり方を見直す必要があると

警告しています。1979年には世界気候会議（ＷＭＯ）

が温室効果による温暖化を警告。80年代半ば以降は

「地球環境」という言葉も生まれて、環境問題が地球

化、グローバル化していきました。農環研は、こうした

時代の流れの中で、日本で初めて「環境」という名前

を冠した国の研究所として設立されました。

　農環研は、設立以来、地球温暖化と農業の問題、

食の安全にかかわる環境中の有害化学物質の問題、

農業と生物多様性の問題、農業活動由来の化学物質

による環境負荷の問題など、農業と環境に関する重

要課題の解決を目指してレベルの高い研究を進め、

社会の要請に応えてきました。

　現在実施している課題、農地からの温室効果ガス

削減や土壌の炭素貯留、農作物中のカドミウムの低

減、農業活動の変化が生物多様性に与える影響の解

明、東京電力福島第一原子力発電所事故による放射

能汚染対策等々は、今日の社会が要請するものです

が、研究をたどれば農環研の前身である農業技術研

究所、さらにその前の農事試験場まで遡ることができ、

長い研究の蓄積の上になりたっていることがわかりま

す。このことは、環境研究において研究の持続と蓄積

が重要であることを示しています。

　さて、農環研のこれからの30年の研究は、どうある

べきなのでしょうか。

　今世紀、地球規模の環境問題と世界の食料問題に

どう取り組んでいくか、そのことに、人類文明の持続

性がかかっています。現在の72億人から2050年には

90億人を突破すると予想される世界の人口を養うた

めには、食料の大幅な増産が必要です。その一方で、

人為的な影響による環境負荷は、すでにいくつかの点

において地球システムの限界を超えたと考えられてお

り、農業による環境への負荷は今よりも減らしていく

必要があります。

　環境問題は、時代とともに新しい形であらわれてき

ます。農環研の研究は、これまでの蓄積の上に立つと

ともに、不透明さを増している21世紀これからの社会

と自然環境の変化に対応した大胆な展開を図ってい

くことが求められるでしょう。その際、「自然とは

何か」という根源的な問に対する答えを常に追究し

ながら。

30周年を迎えて
研究の蓄積と時代に対応した新たな展開
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